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１日（火）午後、タイ王国の在日特命全権大使

シントン・ラーピセートパン大使と関係者の皆さ

ん６名が本校を訪れました。

シントン大使は、高校・大学と日本の学校で学

んだ方であり、日本語がとても上手で、「日タイ交

流の歴史と次代へのメッセージ」と題して日本語

で講演をしてくださいました。タイ王国の文化や

日本とタイ王国の交流の歴史等について、詳しく

お話していただきましたが、知らないことがたく

さんあり、うなずきながら興味深げに話を聞いて

いる生徒の姿が印象的でした。

大使など、来校していただいた皆さんからは…

・全体的に姿勢がしっかりしていて、礼儀正しい。

・吹奏楽部の演奏も全校合唱も素晴らしかった。

美しい歌声に感激した。

・感想発表の二人が、しっかりとした感想を聞か

せてくれて素晴らしかった。驚いた。

・インターアクト部の英語による説明が、とても

わかりやすかった。

…などのお褒めの言葉をたくさんいただきました。

うれしいことです。

いつか、タイ王国を訪れてみたいものですね。

【講演の様子】 【インターアクト部との交流】

【講演後、即興で感想を

発表してくれた……

左:〇〇〇〇〇さん(31)

右:〇〇〇〇さん(21)】

※（ ）内は学年･組

８日（火）午後、今年度２回目の避難訓練を行

いました。今回は、地震と火災を想定した訓練で

したが、冷たい雨が降っていたため、体育館への

避難となりました。

いつ起こるかわからない災害に備えるため、今

回は事前に生徒には連絡をせず、大人が近くにい

ない昼休みに実施しました。また、地震後に火災

が発生した設定とし、避難の際に通ることができ

ない廊下や階段がある事を放送で伝えて、自分で

避難経路を考えて避難してもらいました。

タイ王国大使が来校

避難訓練

避難終了後、次の各学年代表生徒が感想を発表

してくれました。

・いきなりのアラームに驚いた。「おか

しも」を守って避難することができ

た。実際に地震が起きた時も安全に

避難したい。（１年 〇〇〇〇さん）

・とても急でびっくりして、思うよう

な行動がとれないでいたが、机の下

に隠れるなど、考えて行動すること

ができた。これからも､気を付けて生

活していきたい｡(２年 〇〇〇〇さん)

・急に警報が鳴って、びっくりした。

近くに大人がいなかったけれど、机

の下に入ることができた。みんなで

助け合って避難することができた。

（３年 〇〇〇〇さん）

突然の発表のお願いでしたが、３人とも立派に

発表してくれました。ありがとうございました。

近い将来、高い確率で発生すると予想されてい

る「南海トラフ地震」ですが、静岡県では地震発

生後、最短２分で津波が到着すると予想されてい

ます。地震が発生する時、皆さんがどこで、どの

ような生活を送っているのか予想できませんが、

このような知識を身に付けておくことも、「自分の

命を自分で守る」行動につながります。

「備えあれば憂いなし！」です。

【避難の様子】 【住民生活課からの連絡】

なお、この日は町の住民生活課の熊谷さん達が

本校を訪れ、町の防災マップによる自宅の状況と

避難場所の確認、緊急告知ＦＭラジオの点検、防

災備蓄品等についてお話をしてくださいました。

アルファ米やクラッカーを食べて、防災への意識

を高めていきましょう。

上記の展覧会に応募した本校生

徒の中から、次の生徒が筆都大賞

を受賞しました。実に、11万839点

の応募作品の中からの受賞です。

おめでとうございます！

○筆都大賞

〇〇〇〇〇さん（２年４組）

第９０回 全国書画展覧会


